
 
第１学年 マナー教育  学習指導案 

  

１．題材名   「コミュニケーションマナー ～笑顔と挨拶～」 

２．題材設定の理由 
○題

のスキルを身に付けさせ，良き社会

として旅立てるようにするためのマナー教育という観点で指導を行う。 

○指

ア教育の一環として，全職員が一丸となっ

，日常の教育活動の中で継続して指導することが不可欠である。 

３

 ことを目指す。 

 

○３年 ・・・ マナー教育のまとめ・適切な面接の受け方について理解する。実戦力を身に付ける。 

４

ンマナ   本時 

（３）３年 ・・・ マナー教育のまとめ・面接の受け方(進路と連携) ・・・ ２時間 

５．本

ると考える。実践的，日常的な場面を用いたローププレイをとおして，生徒が主体的に考えるように

進める。 

６

○マナーに関する知識や，状況に応じたマナーを身に付けることでコミュニケーション能力を高め，他との共生の

必要性や意義（役割）を理解する 

７

とは何かを考えさせる。 

○正しい姿勢・挨拶の仕方を学び，日々挨拶が実践できるようにする。 

．教材 生徒： マナー記入表 資料プリント      教師： 資料プリント  

 

 
 

 

材観   
生徒のマナーについては校内外で様々指摘されている。そのため，学校全体での取り組みが必要という声が多

く聞かれ，必要に迫られたところである。そこで，生徒自身に，他人との共生のための行動，魅力ある大人とし

ての振る舞いなどについて考えさせたい。基本的生活習慣，人権意識，規範意識の確立は，責任ある行動ができ

る社会人として当然のものであるが，家庭や地域の教育力が十分とは言えない現代においては，学校教育の中で

しつけを行う必要がある。高校生という成長段階を踏まえ，進路実現のため

人

 
導観 
人との共生ができること，人を思いやる気持ちがマナーの基本である。日本的考え方は「人が嫌がる事をしな

い」アメリカ的考え方は「人が喜ぶことを行う」という考え方の比較もあるが，「マナー」とは両面を持ったもの

と考える。人としてどう生きるかを問われる哲学とも考えられる。授業者は，成長過程の生徒たちがやがて社会

人として巣立つ時，どんな大人になって欲しいかをイメージし，それを生徒に伝わるように進める必要がある。

生徒一人一人がマナーの意義を理解し，居心地のよい社会を形成できる資質や能力を育成できるように指導する。

また，ＨＲ活動や講演の時間の時だけ考えさせるのではなく，キャリ

て

 
．目標 
○１年 ・・・ マナーの意義・コミュニケーションマナー・挨拶の仕方を身に付ける。 
       人との共生のための「マナー」について考える。美しい挨拶ができる

○２年 ・・・ 言葉使いのマナー・礼儀作法（テーブルマナー等）を身に付ける。 
       ＴＰＯに合わせた衣服の選び方，テーブルマナー(修学旅行等にて)講習を行う。 

 
．指導計画  
（１）１年 ・・・ マナーの意義・挨拶とコミュニケーショ ー ・・・ １時間 

（２）２年 ・・・ 言葉使いのマナー・テーブルマナー   ・・・ ２時間 

 
時の指導観 
良き社会人となるために，進路実現のために，という明確な目標を提示することで意識付けができ，普段の行

動へつなが

 
．本時の目標 
○マナーについて関心を持ち，向上を目指して自主的・積極的・意欲的に取り組む態度を身に付ける。 

 
．指導上の留意点 
○自分自身のマナーチェックをとおしてマナー

○実例をとおして「マナー」を考えさせる。 

 
８



 

 

９．過程 
 



 

 

 

 
学習活動・内容 指導上の留意点 教

材 
配

時 
形

態

評

価

準

備 

・マナーに関する事前アンケート 
（日頃の自分のマナーについて振り

返る。） 

・マナー学習を行うにあたっての予告を行う。   
一

斉
 

導

入 

・挨拶・出席・着装をきちんとする。 

・社会に於けるマナーの必要性につい

て理解する。 

・マナー学習を行うにあたっての心構えと態勢

を整えさせる。 
・正しい着席姿勢の指導を，生徒にわかりやす

く説明する。 
・他人との共生のためにマナーが不可欠である

ことを理解させる。 

 
５

分 
一

斉

(2)
 

展

開

１ 

・題名を伏せた詩を読んで，答えを考

える。 
・笑顔の価値について理解する。 

・笑顔の伝言ゲームをしながら，笑顔

を作る練習をする。 

・誰でもできること，などのヒントを出しなが

ら，正解に導く。 
・笑顔を保つことの難しさ，意義について説明

する。 
・全員立たせ，２列が１組とし，前→後ろ→前

の順で行わせる。 

資
料
プ
リ
ン
ト 

10
分 

一

斉

 
 

展 
開 
２ 

・事前アンケートの結果より，自分の

マナーに対する意識を確認する。 
・マナーのある快適な社会は自分たち

で作るものだということを理解す

る。 

・コミュニケーションにおける挨拶の

意義について考える。 
・挨拶のある社会の良さについて理解

する。 

・全員で正しい普通礼の仕方を練習す

る。 

・学校生活における挨拶や言葉遣いに

ついて班ごとに考え，ロールプレイ

を行う。 

・実践することの大切さを理解する。 

・自分が気付かないところでマナー違反をして

いることを気付かせる。 
・マナーの社会的意義を理解させ，それが自分

にとっても居心地のよい空間を作ることにな

るということを理解させる。 
 
・共生にはコミュニケーション能力が必要なこ

とを認識させ，挨拶が人への「思いやり」の

基本になることを気付かせる。 
・黒板にフローチャートを貼り，空白部分を考

えさせる。 
・次のロールプレイがスムーズに行えるよう，

全員がきちんとできるまで発声と礼の練習を

させる。 
・生徒に考えさせるような，具体的ないくつか

の場面を設定して提示する。 
・注意すべきポイントが何かを説明し，今後の

実践へつなげるよう指導する。 
 
・マナーは，日頃の習慣によって作られるとい

うことをわかりやすく伝える。 

資
料
プ
リ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

30 
分 

一

斉

 
 
 
 
 
 
 
 
各

班

 

(1)
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

(1)
 
 
 
 

(2)
 
 

ま

と

め 

・社会におけるコミュニケーション能

力の必要性について理解する。 
・本時の学習の感想を書く。 
・本時で学んだことを踏まえ，最後の

挨拶を行う。 

・コミュニケーション能力を高める第一歩は挨

拶であることを認識させる。 
・本時で学んだことを日常的に活かすことを確

認する。 
・意識して行うように指示する。 

 ５

分 
一

斉

(2)

評

価 

（１）マナーについて関心を持ち，向上を目指して自主的・積極的・意欲的に取り組もうとしている。【関心・

意欲・態度】 
（２）マナーに関する知識や，状況に応じたマナーを身に付けることでコミュニケーション能力を高め，他と

の共生の必要性や意義（役割）を理解している。【知識・理解】 


